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会
員
の
皆
様
に
は
︑
日
頃
よ
り
同
窓
会

活
動
に
ご
理
解
︑
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
ま
ず
は
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
会
報

誌
の
大
幅
な
内
容
変
更
に
伴
い
︑
発
刊
が

遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
︒

　
ご
存
じ
の
通
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
策
と
し
て
︑
既
に
国
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
そ

の
旨
を
鑑
み
︑
会
員
の
皆
様
の
安
全
面
を

第
一
と
考
え
︑
6
月
20
日
に
予
定
し
て
い

ま
し
た
第
53
回
総
会
を
書
面
開
催
に
変
更
︑

懇
親
会
を
中
止
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
致

し
ま
し
た
︒

ご
あ
い
さ
つ25

回
卒　
経
済

同
窓
会
会
長

竹
原 

優

た
け　

  

は
ら　
　

  

す
ぐ
る
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http://tez-dousou.net/
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日本企業で活躍中の留学生
サポート委員会だより

2
第１号議案②③／第２号議案
第３号議案①②

転居される方は、新住所等を同窓会室までお知らせください。会報誌がお届けできなくなります。

検索帝塚山大学同窓会

同窓会の各種行事はホームページにも掲載しております。
会報誌のバックナンバー（58号～84号）も是非ご覧ください。

同窓会
ホームページも
ご覧ください！

　
書
面
で
の
決
議
は
︑
我
々
に
と
っ
て
も

前
例
の
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
何
卒

ご
理
解
︑
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
様
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
︒

　
書
面
決
議
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

こ
の
会
報
誌
に
記
載
の
総
会
資
料
を
ご
一

読
頂
き
︑
添
付
の
書
類
に
従
っ
て
ご
返
信

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
尚
︑
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
2

年
4
月
25
日
に
実
施
し
ま
し
た
第
2
回
役

員
会︵
メ
ー
ル
会
議
︶に
て
審
議
し
承
認
済

み
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
︒

　
最
後
に
︑
今
年
度
か
ら
小
川
会
長
に
襷

を
繋
ぎ
ま
す
︒
今
ま
で
未
熟
な
私
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
︑
会
員
の
方
々
︑

サ
ポ
ー
ト
委
員
︑
役
員
の
方
々
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
︒
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
こ
の
世
間
の
逆
境
を

乗
り
越
え
︑
よ
り
良
い
同
窓
会
と
な
る
様
︑

会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
末
筆
な
が
ら
︑
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
︒

4月
5月
6月
６月
7月

7月
8月
10月
11月

1月
2月

3月

20日
18日
1日
16日
6日

20日
31日
5日
17日

25日
22日

21日

第1回 役員会（年度計画・第52回 総会・懇親会検討）
第2回 役員会（決算案と予算案検討）・午前中、会計監査実施
第33回 サポート委員会・第3回 役員会（総会役割）
第52回 総会・懇親会・第4回 役員会（開始前準備）
第34回 サポート委員会・
第5回 役員会（文化事業・東日本同窓会検討）
第6回 役員会/学生チャレンジ制度プレゼン審査・会員交流審査
第7回 役員会/会報誌84号校正・会員交流審査
第8回 役員会（9月実施分）会員交流審査・規程関係一括審議
第35回 サポート委員会・
第9回 役員会（ホームカミングデイ）学生チャレンジ表彰
第10回 役員会（53期人事案発表）・山焼き（大学主催）
第36回 サポート委員会（継続確認）・
第11回 役員会（総会開催準備）
第12回 役員会（新型コロナウイルス蔓延により中止）

平成31年
令和元年
令和元年
令和元年
令和元年

令和元年
令和元年
令和元年
令和元年

令和2年
令和2年

令和2年

年 月 日 内　容 場　所
東生駒・同窓会室
東生駒・同窓会室
学園前・16715演習室
ホテルモントレ・グラスミア大阪

学園前・16715演習室

東生駒・同窓会室
東生駒・同窓会室
東生駒・同窓会室

東生駒・同窓会室

学園前・16715演習室

学園前・16715演習室

メールによる審議

第１号議案 ①

令和元年度　活動報告（東日本支部含む）

25,975,396
235,904

23,076,173
2,663,319

0

415,000,000
440,975,396

1.流動資産
現金
南都銀行メイン口座　普通預金
南都銀行支払口座 　普通預金
ゆうちょ銀行　 　　　普通預金
2.将来構想基金組入額
南都銀行　 　　　決済性預金
資産合計

金　額
1.流動負債
未払金

負債合計
2.正味財産
負債及び正味財産合計

科　目科　目 金　額
772,200
772,200

772,200
440,203,196
440,975,396

令和元年度　貸借対照表 令和2年3月31日

（単位：円）

（将来構想基金への組入れ）

30,000,000
415,000,000

平成30年度未組入分・令和元年度組入分
支出合計

令和元年度組入金額
組入金額合計

摘　要 備　考

①
令
和
元
年
度
　
事
業・活
動
報
告

②
令
和
元
年
度
　
決
算
報
告

③
令
和
元
年
度
　
会
計
監
査
報
告

第
53
期
　
役
員︵
案
︶

①
令
和
2
年
度　
事
業・活
動
計
画︵
案
︶

②
令
和
2
年
度　
予
算︵
案
︶

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

書
面
総
会
次
第

わかみどり会 書面総会の開催へ第53回

4月
4月
6月
7月
9月
11月

11月

11月
12月
1月
3月

3月

1日
27日
16日
～　
28日
3日

17日

30日
末　
22日
25日

末　

大学入学式・2部方式・記念品贈呈・入会案内
同窓会報誌「わかみどり」第83号発刊
第52回 「わかみどり会」総会・懇親会
第4回 学生チャレンジ制度・選定
同窓会報誌「わかみどり」第84号発刊（大学通信と同封）
第41回 東日本支部同窓会実施
　　　 （赤坂迎賓館/オテル・ドゥ ミクニ）
第7回 帝塚山大学ホームカミングパーティー/
第4回 学生チャレンジ制度・選定贈呈式（3組）
第23回 文化事業実施（宇治散策）
第4期 会員交流支援、今期4組支給
TF講座最終交流会支援
大学卒業式
（新型ウイルスのために規模縮小・記念品贈呈）
わかみどり文庫（260冊）東生駒・学園前図書館に贈呈

平成31年
平成31年
令和元年
令和元年
令和元年
令和元年

令和元年

令和元年
令和元年
令和2年
令和2年

令和2年

年 月 日 内　容 場　所
学園前・学園講堂

ホテルモントレ大阪
東生駒・同窓会室

東京・四谷周辺

東生駒・まほろば

京都・宇治周辺

東生駒・まほろば

グランキューブ大阪

大学図書館

第１号議案 ①

令和元年度　事業報告（東日本支部含む）
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第1号議案 ②　（平成31年4月1日～令和2年3月31日） 第1号議案 ③

令和元年度　決算報告書 令和元年度　会計監査報告書

（単位：円）（収入の部）

40,821,225
29,550,000
500,000

0
0

70,871,225

40,821,225
27,510,000
563,001

48
0

68,894,274

令和元年度予算
前期末繰越金
会費収入
行事参加費収入
利息収入
雑収入
当期収入合計

科　目 決　算
0 

△ 2,040,000
63,001

48
0

1,976,951

差　異 備　考

令和元年度準会員入会金
第52回 懇親会費、第23回 文化事業会費
普通預金利息

次年度繰越金

（支出の部）

1,500,000
500,000
1,000,000
500,000
6,500,000
1,500,000
1,000,000
500,000
50,000
900,000
100,000
1,300,000
1,300,000
150,000
2,000,000
300,000
1,000,000
100,000
1,000,000
10,000

19,661,225
40,871,225
30,000,000

1,108,232
102,600
460,422

0
5,575,116
821,872
782,030
408,456
4,644

628,471
33,705

1,129,120
841,646
112,400
1,877,636

0
0
0

101,638
1,620

0
13,989,608
30,000,000

令和元年度予算
総会懇親会費
文化事業費
東日本支部費
会員管理費
広報部費
大学発展協力費
卒業生記念品代
入学式祝品代
慶弔費
事務用品費
通信費
人件費
役員活動費
サポート委員活動費
委託業務費
同期会活動費
同窓会奨学基金
災害復興支援基金
会員交流支援費
雑費
予備費
当期支出合計
将来構想基金組入額

科　目 決　算
391,768
397,400
539,578
500,000
924,884
678,128
217,970
91,544
45,356
271,529
66,295
170,880
458,354
37,600
122,364
300,000
1,000,000
100,000
898,362
8,380

19,661,225
26,881,617

0

差　異 備　考

（当期収支差額）

43,989,608 24,904,666
支出合計

68,894,274
収入合計 差し引き

第52回 総会・懇親会会場費等
第23回 文化事業「宇治散策」
支部同窓会役員活動費等
会員管理システムの維持・更新
会報誌作成料・郵送料等
学生チャレンジ制度、わかみどり文庫等
卒業記念品贈呈
入学記念品贈呈
弔辞電報等
事務用品、コピー機リース料等
電話代、郵送料等
事務員人件費・交通費等
活動に伴う経費・交通費等
サポート委員役員合同会議経費・交通費等
業務委託費（会計、事務システム、貸金庫等）
教養学部22期生30周年同期会活動費（未執行）
家計が急変した4年生への奨学金給付（未執行）
災害に遭った同窓生への支援基金（未執行）
申請に応じて支給
会費返金手数料等

平成30年度未組入分・令和元年度組入分

第3号議案 ②　（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

令和２年度　予算（案）

（収入の部）

25,821,225
29,550,000
500,000

0
0

55,871,225

24,904,666
27,000,000
500,000

0
0

52,404,666

令和元年度予算
次年度繰越金（基金組入後）の金額
令和2年度準会員入会金入金予想（900名）
文化事業会費等
普通預金利息

前期末繰越金
会費収入
行事参加費収入
利息収入
雑収入
当期収入合計

科　目 令和2年度予算
△ 916,559
△ 2,550,000

0
0
0

△ 3,466,559

差　異 備　考

（当期収支差額）

52,404,666 0
支出合計

52,404,666
収入合計 差し引き

（支出の部）

100,000
200,000
1,000,000
500,000
6,000,000
1,000,000
1,000,000
500,000
50,000
800,000
100,000
1,500,000
1,000,000
150,000
2,000,000
300,000
1,000,000
100,000
500,000
10,000

19,594,666
37,404,666
15,000,000

1,500,000
500,000
1,000,000
500,000
6,500,000
1,500,000
1,000,000
500,000
50,000
900,000
100,000
1,300,000
1,300,000
150,000
2,000,000
300,000
1,000,000
100,000
1,000,000
10,000

19,661,225
40,871,225
30,000,000

令和元年度予算
第53回 総会・懇親会（新型コロナウイルス感染防止の為中止）
文化事業関連費
支部同窓会役員活動費等
会員管理システムの維持・更新、PC維持
会報誌（年2回）作成、ホームページの維持・更新
学生チャレンジ制度、わかみどり文庫等
卒業記念品贈呈
入学記念品贈呈

事務用品、コピー機リース料等
電話代、郵送料等
事務員人件費・交通費等
活動に伴う経費・交通費等
サポート委員役員合同会議経費・交通費等
業務委託費（会計、事務システム、貸金庫等）
卒業後30年を迎える同期会に対する補助
家計急変した4年生への奨学金給付（定員2名以内）
災害に遭った同窓生への支援基金
参加人数に基づき支援する制度
会費返金手数料等

令和2年度組入分

総会懇親会費
文化事業費
東日本支部費
会員管理費
広報部費
大学発展協力費
卒業生記念品代
入学式祝品代
慶弔費
事務用品費
通信費
人件費
役員活動費
サポート委員活動費
委託業務費
同期会活動費
同窓会奨学基金
災害等御見舞金
会員交流支援費
雑費
予備費
当期支出合計
将来構想基金組入額

科　目 令和2年度予算
△ 1,400,000
△ 300,000

0
0

△ 500,000
△ 500,000

0
0
0

△ 100,000
0

200,000
△ 300,000

0
0
0
0
0

△ 500,000
0

△ 66,559
△ 3,466,559
△15,000,000

差　異 備　考

（単位：円）

23,633
3,821
123
7,838
35,415

帝塚山大学を卒業した者（同窓会費納入済令和2年度694名）
令和2年度892名、令和元年度985名、平成30年度1,042名、平成29年度902名
帝塚山大学を退職した専任教職員
令和2年4月1日現在

正会員
準会員
特別会員
宛先不明
合計

会 員 数 備　考会 員 種 別

796
23,633
3,821
120
7,838
36,208

令和2年度入会見込（平成29年度準会員入会実績796名）
令和2年4月1日現在
令和2年度892名、令和元年度985名、平成30年度1,042名、平成29年度902名
令和2年4月1日現在
令和2年4月1日現在

新卒会員
正会員
準会員
特別会員
宛先不明
合計

会 員 数 備　考会 員 種 別

書面開催
未　定
未　定

総会は書面決議とし、懇親会は中止。
状況による。
状況による。

総会･懇親会
第24回 文化事業
第42回 東日本同窓会

実 施 時 期 備　考行 事 名

月次または必要に応じた会議などを実施します。
条件を満たした同窓会を開催した場合、経費の一部を補助します。
準会員が企画・立案し,挑戦したい取組みを同窓会が選定・支援する制度です。
準会員全員を対象として支援を実施します（入学式・卒業式記念品等）
同窓会から大学へ図書を寄贈（在学生に同窓会からの活動をアピールします）
卒業後30年の節目を対象とした同期会を支援します。
家計状況の急変した4年生に対し奨学金を給付します（定員2名以内）
災害にあった同窓生の安否確認を行い、義援金を募ってお見舞い金を支援します。

本部・支部役員会
会員交流支援
学生チャレンジ制度
準会員活動支援
わかみどり文庫
同期会活動支援
同窓会奨学金
災害等御見舞金

３．会費収入 （単位：円）

892 26,760,00030,000
会 員 数 会 費 収 入同 窓 会 費

第3号議案 ①　（令和2年4月1日～令和3年3月31日まで）
１．会員数（令和2年4月1日現在）

令和２年度　事業・活動計画(案）

２．会員数の予測（令和3年3月31日まで　）

６．同窓会通信の発行

※緊急の連絡やお知らせはホームページに掲載致します。

未　定
「わかみどり」第85号
「わかみどり」第86号

備　考

備　考内   容
書面による総会案内と会員だよりなど
未　定

事業・活動名

会報誌

４．同窓会行事　（新型コロナウイルスの国内感染状況により中止する場合もございます。）

５．事業・活動計画　（新型コロナウイルスの国内感染状況により中止する場合もございます。）

第53期　役員（案）
第2号議案

氏　名
副会長
書　記
会　計
企　画
企　画（一時）
東日本副支部長
顧　問
顧　問

役　職
平田　和寿
二階堂　純矢
清水　朝美
坂本　千春
柏山　徳輝
斉藤　清人
髙橋　直嗣
多賀　久彦

卒　期
31回卒 経済
36回卒 人文
12回卒 教養
49回卒 経営
50回卒 経済
27回卒 経済
24回卒 経済
大学事務局長

退任役員

氏　名
監査役
監査役

湯川　雅史
倉　卓也

役　職 卒　期
27回卒 経済
34回卒 経情

会計監査

氏　名
顧　問
顧　問
顧　問

向井　篤弘
松下　慎一
米田　準

役　職 卒　期
副学長

法学部准教授
大学事務局次長

顧問

役　職氏　名
小川　育子
森本　喜久
上田　明美
竹原　優
田野　千種
小西谷　ヒロミ
宮元　晶子
伊東　宏実
大野　知美

氏　名

会　長
副会長・企　画
副会長・広　報
書　記・会員管理
書　記・企　画
会　計
会　計
企　画
広　報

東日本支部長
東日本支部会計
東日本支部広報
東日本支部広報(異動）

小西　良和
伊籐　孝子
増川　由起子
大成　翠

役　職

卒　期

卒　期

6回卒 教養
24回卒 経済
16回卒 教養
25回卒 経済
40回卒 経情
5回卒 教養
34回卒 教養
7回卒 教養
24回卒 教養

25回卒 教養
6回卒 教養
6回卒 教養
49回卒 人文

氏　名
広　報
広　報
東日本副支部長

黒松　啓子
辻田　和美
井口　綾太

役　職 卒　期
16回卒 教養
20回卒 教養
52回卒 日文

東日本支部

新任予定役員

会長・副会長（令和2年4月1日～令和5年3月31日）
他　役　員　（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

任　期

書面総会参加の方法 会報誌を送付させていただいた台紙に返信用のはがき、またはFAXによる投票用紙を用意しました。いずれかをご利用の上、帝塚山同窓会事務局までご返送ください。
宛名印刷はそのままにしてください。
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Foong Yee Ling（マレーシア）　50回卒・経営
フォン イー リン
❶事務＋通訳❷帝塚山大学は他の大学と違って経営学科
には観光ビジネス分野があり、来日前に観光事業も興味持
ち、帝塚山大学の経営学科を選びました。2012年ごろから訪
日外国人客が急増し、それで自分の語学力をいかせたいと
思い、日本の観光ビジネスに関わる仕事ができたらいいなと
思いました。そして日本の文化、素晴らしいところを外国の
方々に知って頂きたいです。❸在学時期に勉強していたこと
を活かして、今の勤務先に色々なアイデアを提案し、ビジネス
を広げています。❹将来は今まで蓄積してきた経験をいかせ
て、日本人と外国人の架け橋とし
て日本に観光しに来る外国人が
困っている時に少しでも助けてあ
げられればいいなと思います。❺
好きな果物が食べられないことで
す。例えばドリアン、パパイヤ、レン
ブ、ランサ、グアバなど。日本には
あまりないのでなかなか入手でき
ないですね（笑）

1
現
在
の
お
仕
事
先
、も
し
く
は
業
種

2
な
ぜ
、
帝
塚
山
大
学
を
選
ば
れ
ま
し
た
か
？

3
大
学
で
学
ば
れ
た
事
が
今
の
お
仕
事
に
い
か
さ
れ
ま
し
た
か
？

4
将
来
は
ど
ん
な
風
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

5
日
本
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
何
で
し
た
か
？

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

日
本
企
業
で
活
躍
中
の
留
学
生

特集

サポート委員会だより
今年でサポ－ト委員歴10年の私です。2並びの2月22日委員会がありま
した。委員会は年3～4回わかみどり会の総会・懇親会、文化事業の企画、
会報誌などへの提案や意見交換、行事の際のお手伝い等を行います。
久しく会っていない同級生に会えたり回数も程よいので仕事をしながら
楽しく続けさせて貰っています。次回は総会前の6月です。
いつもの生活にサポート委員という選択肢を加えて頂けませんか？

山本 久美子（中野） 14回卒・教養

董 庚男（中国）　52回卒・経済
トウ コウナン
❶ANA クラウンプラザホテル大阪デジタルマーケティング
エグゼクティブ（Digital Marketing Executive）として働い
ています。❷帝塚山大学を選んだ理由は3つあります。1.歴
史がある　2.認知度が高い　3.環境が良くて勉強しやすい
❸ゼミの先生や就職支援課で日本の就職活動の流れや基
本的な事を学んだことはとても役
立ち、在学中には日本人の考え方
や行動はいつの間にか身に付き
ました。❹将来は30歳になる前に
海外でも活躍できるようなマーケ
ティングマネージャーになりたい
です。❺日本語がうまく理解でき
ない時です。

❶小山株式会社（医療寝具リースの会社）❷オープンキャン

パスで日本の文化に関する勉強ができると聞きましたので、

選びました。❸大学に在学していた時、パソコンの資格や旅

行の資格を取りましたので、パソコンの資格は今でも使って

います。ゼミでは映像編集などの勉強をしてたので、自ら映

像を撮り、編集し、中国語お
よび日本語に訳し、ナレー
ションまで吹き込みました。
今でも趣味として、映像を
撮ったりしています。❹これ
からは自分の語学力をいか
して、働いてみたいと思って
おります。私が大好きな日本
で楽しく暮らすことができる
ように頑張りたいです。❺18
歳で一人で来ていますの
で、語学力がまだなかった
頃、たくさん苦労しました。  

陳 燃（中国）　52回卒・文化創造
チン モエ

金 相動（韓国）　50回卒・経営
キム サンフン

❶仕事先：株式会社フリープラス 業種：観光業（インバウン
ド専門）❷大学を卒業してから4年ほど経ちます。きっかけは
日本語学校の先生の推薦で帝塚山大学をよく調べ、経営
コースに興味が湧いてきたことでした。他の学校に比べて外
国人の留学生の学生割合も高くて、就職サポートの仕組み
が良いと思ったからです。❸専門知識や行動力だと思いま
す。4回生の担当ゼミ先生は菅先生でした。先生から学んだ
観光経営の知識は現在の仕事で観光に関する知識に大変
役に立っております。また、菅先生が口癖のようにおっしゃた
ことは「発表   はいつも最初にした方がいい！」という言葉でし
た。私はその言葉を意識して就職先の社内で何か発表する
場があれば、先に手を挙げ、あとで内容を考えました。その
結果、社内では参加性がある社員として良い評価を得まし
た。❹現在、訪日観光業界で働くかたわら、サイバー大学で 

AIテクノロジープログラムを学んでおります。将来は、AIテク
ノロジープログラムを活用して、訪日観光客のニーズを探り、

海外へのお客様に対する日本の様々な地域での体験サー
ビスの提案と提供を通じて、日本のインバウンド観光に貢献
をしたいと考えています。❺来日して数日後、終電に普通車
両と急行車両の区別がわからず、間違って乗り家に帰ること
ができませんで
した。所持金が
2000円しかな
かったので す
が、幸いにも日
本の優しいタク
シードライバー
さんと出会い、
無事に帰ること
ができました。

唐 雪慧（中国）　51回卒・経営
トウ セツケイ

❶株式会社宅都のグローバル課❷オープンキャンパスの時、

学校の雰囲気を感じ、国際交流課の先生たちも親切に質問に
答えていただいたからです。❸大学時代に取った国家資格で
ある「旅行業務取扱管理者」は会
社のホテル事業が業務拡大により
旅行業務の免許を登録する時、い
かされました。❹日本での社会経
験を積んで中国に戻り、中国と日
本の架け橋になる仕事をしたいと
思います。❺一人暮らしですので、
インフルエンザにかかった時、一番
しんどかったです。

　
現
在
帝
塚
山
大
学
に
は
、
11
ヵ
国
・
1
4
9
人
の
留
学
生
が
在
籍
し
、
学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。（
2
0
1
9
年
5
月
現
在
）

そ
し
て
卒
業
後
も
本
国
に
帰
ら
ず
日
本
の
企
業
に
就
職
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
大
学
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
5
人
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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卒
業
し
て
も
う
20
年
に
な
り
ま
す
︒帝

塚
山
大
学
時
代
は
経
済
学
部
で
学
び
な

が
ら
︑演
劇
部
に
所
属
し
︑表
現
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
︑難
し
さ
︑そ
し
て
仲
間
の

大
切
さ
を
知
っ
た
日
々
で
し
た
︒卒
業
時
︑

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
身
体
で
表
現
す
る

こ
と
を
続
け
た
い
と
決
心
し
な
が
ら
も
︑

﹁
い
つ
辞
め
る
ん
だ
ろ
う
﹂と
思
い
な
が

ら
︑や
れ
る
こ
と
を
必
死
で
や
り
続
け
ま

し
た
︒い
ろ
ん
な
方
に
出
会
い
︑時
の
運

も
あ
り
︑時
折
演
劇
を
や
り
な
が
ら
も
︑

今
は
主
に
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
︒な
か
な
か
日
本
で
は
ダ
ン
ス
で

食
べ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
︑今
は
踊
り

な
が
ら
︑様
々
な
方
へ
踊
る
機
会
を
提
供

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
︑ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
を
経
営
し
た
り
︑障
害
の
あ
る
人
に

ダ
ン
ス
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
︒

　
私
は
障
害
の
あ
る
身
体
を
持
っ
て
い

ま
す
︒そ
の
中
で
表
現
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
の
意
義
や
必
要
性
を
伝
え
て
い
き

た
く
︑よ
り
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
︑

昨
年
4
月
よ
り
神
戸
大
学
人
間
発
達
環

境
学
研
究
科
人
間
発
達
専
攻
の
博
士
前

期
課
程
に
在
籍
し
て
い
ま
す
︒大
学
を
卒

業
し
て
20
年
︑若
い
子
に
混
じ
っ
て
な
か

な
か
に
錆
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
頭
と
格

闘
し
て
い
る
毎
日
で
す
が
︑ま
た
新
し
く

学
ぶ
楽
し
み
を
得
て
い
ま
す
︒

33
回
卒（
経
済
）

森
田 

加
津
世

も
り   

た　
　

 

か　

 

ず　

 

よ

　
﹁
英
語
で
ラ
グ
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
ま
せ
ん
か
？
﹂こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
︒

　
わ
た
し
は
天
王
寺
駅
２
回
︑花
園
２
回

と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒天
王

寺
駅
構
内
で
は
机
の
前
に
座
り
外
国
︑日

本
の
方
に
か
か
わ
ら
ず
質
問
に
答
え
る

の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
︒﹁
串
カ
ツ
は

ど
こ
で
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？
﹂﹁
地
下
鉄

の
駅
は
ど
こ
で
す
か
？
﹂な
ど
答
え
ら
れ

る
質
問
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
︒

　
花
園
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
会
場
に

着
か
れ
た
方
々
を
笑
顔
で
お
迎
え
す
る

の
が
役
目
で
す
︒休
憩
を
挟
み
な
が
ら
で

す
が﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂﹁
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
﹂と
笑
顔
で
一
日
中
小
旗
を
振
り
続
け

る
立
ち
仕
事
で
︑さ
す
が
に
少
し
疲
れ
ま

し
た
︒で
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
い
る

と
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
︑一
生
懸
命
旗
を

振
っ
て
い
る
私
が
い
ま
し
た
︒

　

今
回
の
経
験
を
通
し
て
何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
︒私
の
周
り
に﹁
も
う
年
だ
か
ら
﹂﹁
今

か
ら
や
っ
て
も
無
駄
だ
か
ら
﹂と
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
る
人

が
い
ま
す
︒人
生
︑や
り
た
い
時
が
適
齢

期
︑一
生
は
一
度
き
り
︒思
い
切
っ
て
や

り
た
い
事
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

4

8
回
卒（
教
養
）

菊
田 

和
代（
菊
田
）

き
く  

た     

か
ず   

よ

大阪

大阪

から から

　
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル 

フ
ラ
ン
ス
全
土
は
、
3
月
16
日
か
ら
封
鎖
政
策
を
実
施

し
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
は
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
な
り
、
リ
テ
ー
ル
業
界

は
自
宅
待
機
、
学
校
や
大
学
は
閉
鎖
。
公
共
機
関
は
回
数
を
減
ら
し
、
封
鎖

期
間
中
4
月
15
日
ま
で
は
、
公
共
機
関
代
が
払
い
戻
し
に
な
り
、
給
与
体
系

は
84
%
〜
100
% 

で
一
時
的
失
業
者
扱
い
で
す
。

　
在
仏
20
年
間
の
滞
在
で
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
封
鎖
政
策
は
、
私
に
と
っ
て
初

め
て
の
緊
急
事
態
で
す
。
外
出
先
は
、
医
者
、
薬
局
、
食
料
品
店
に
限
定
し
、

そ
れ
以
外
は
政
府
発
布
の
外
出
届
け
書
で
明
記
し
、
サ
イ
ン
し
た
上
で
、
身

分
証
を
携
帯
し
て
外
出
し
ま
す
。
罰
金
は
135
€
。
一
昨
日
は
、
禁
止
事
項
に

対
し
て
も
呑
気
な
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
で
25
万
人
が
罰
金
を
払

わ
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
6
時
に
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
、
夜
8
時
に
は
医
療
関
係
者

の
皆
様
に
敬
意
を
以
て
拍
手
喝
采
し
、
T
F
1
番
組
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
す
。

そ
の
番
組
の
最
後
は
食
い
し
ん
坊
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
為
に
、
必
ず
、
有
名
な

星
付
き
シ
ェ
フ
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、
宝
籤
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
あ
と
、
9
時
頃
に
夕
食
で
す
。

　
消
毒
液
薬
が
足
り
な
く
リ
テ
ー
ル
業
界
で
は
、
デ
ィ
オ
ー
ル
が
香
水
の
代

り
に
消
毒
液
薬
を
作
り
、
医
療
機
関
に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

ロ
ー
ラ
ン
は
マ
ス
ク
を
配
布
し
た
り
、
毎
日
、
医
療
関
係
者
の
現
場
の
声
を

流
し
た
り
し
て
、
封
鎖
政
策
、
自
宅
隔
離
の
大
切
さ
を
語
っ
て
い
ま
す
。
1

日
も
早
く
ウ
イ
ル
ス
が
終
熄
す
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ー
ラ
ン
ド
ゥ
サ
ン
ペ
ー
ル
恵（
福
井
） 

21
回
卒（
教
養
）

　
コ
ロ
ナ
発
生
地
中
国
か
ら
の
い
ち
早
い

入
国
制
限
に
も
拘
わ
ら
ず
時
既
に
遅
し
で

イ
ラ
ン
か
ら
N
Y
に
感
染
者
が
入
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
と
ん
で
も
な
い
S
F
映

画
さ
な
が
ら
の
戦
場
と
化
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
外
出
規
制
に
伴
い
多
く
の
企
業
が

倒
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
都
会
特
有
の

多
く
の
時
給
労
働
者
が
失
業
と
な
り
高
い

医
療
保
険
も
な
く
4
月
末
ま
で
の
ピ
ー
ク

を
乗
り
越
え
た
と
し
て
も
そ
の
後
の
暴
動

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
事
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
大
停
電
や
9
・
11
の
災
難
を
乗
り

越
え
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
の
N
Y
人
。
今

は
大
統
領
、
知
事
の
指
示
に
従
い
こ
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田
登
志
子 

3
回
卒（
教
養
）

失
敗
や
空
回
り
も
多
く「
ど
う
し
よ
う
！
」と
叫
ぶ
事
も
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
。
ど
こ
で
覚
え
た
の
か
、
長
男
か
ら
は「
大
丈
夫
、
落
ち

着
い
て
！
」「
自
信
を
持
っ
て
集
中
す
れ
ば
出
来
る
！
」と
励
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
理
想
の
母
親
像
と
は
程
遠
く「
落
ち
着
き
」と

も「
余
裕
」と
も
無
縁
で
す
。
今
で
は
も
う
開
き
直
っ
て
、
が
む

し
ゃ
ら
で
不
様
な
背
中
を
見
せ
て
お
く
事
が
、
私
の
ポ
リ
シ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
凡
な
毎
日
を
生
き
る
っ
て
、
こ
ん
な
に

大
変
な
ん
だ
と
い
う
事
を
肌
で
感
じ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
し
て
将
来
、
壁

が
立
ち
塞
が
っ
た
時
は

「
あ
の
母
で
さ
え
、
何

と
か
や
っ
て
い
た
ん
だ

か
ら
、
自
分
は
絶
対
大

丈
夫
！
」と
い
う
自
信

に
繋
げ
て
も
ら
え
れ
ば
、

本
望
で
す
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
、
間
も
な
く
16
年
に
な
り
ま
す
。
在
学
中

は
弓
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
弓
を
持
っ
た
人

が
い
れ
ば
振
り
返
っ
て
し
ま
う
し
、
電
車
の
手
す
り
を
持
て
ば
、

弓
を
引
く
時
の
手
の
型
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
は
、
二
児
男
子（
5
歳
と
1
歳
）の
母
と
し
て
、

日
々
仕
事
と
家
事
、
育
児
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
主
人
は
長

期
出
張
も
多
く
、
ワ
ン
オ
ペ
も
し
ば
し
ば
。
特
に
次
男
に
手
が

か
か
り
、
常
に
何
か
を
壊
し
た
り
、
こ
ぼ
し
た
り
、
散
ら
か
し

た
り
、
暴
れ
た
り
…
。
1
つ
片
付
く
と
、
2
つ
仕
事
が
増
え
て

い
る
と
い
う
、
な
か
な
か
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
状
態
で
す
。
私
自
身
、

37
回
卒（
経
営
情
報
）

磯
野 

匤
美（
丹
波
谷
）

い
そ   

の       

ま
さ   

み

大阪

◆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

◆
パ
リ

前
回
の
野
口
さ
ま
か
ら
弓
道
部
の
先
輩
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ぁ
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
方
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
で
し
ょ
う
。

卒
業
生
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
2
0
2
0
年
4
月
1
日
）
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41
回
卒（
食
物
栄
養
）

川
村 

ゆ
い（
竹
中
）

か
わ 

む
ら

51
回
卒（
経
営
）

田
上 

康
太

た   

が
み     

こ
う   

た

50
回
卒（
法
学
）

芳
井 

奨
平

よ
し   

い     

し
ょ
う
へ
い

奈良

卒業生の　  を広げませんか？輪 自薦他薦は問いません。お問い合わせは、同窓会事務局まで！投稿募集

　
昨
年
６
月
︑﹃
楽
笑
カ
ン
パ
ニ
ー
﹄を
立

ち
上
げ
ま
し
た
︒﹁
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
﹂﹁
走

り
方
教
室
﹂﹁
楽
笑
育
児
メ
ソ
ッ
ド
講
座
﹂︑

そ
の
他
に
も
親
子
で
参
加
で
き
る
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画・運
営
し
て
い
ま
す
︒

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
は
︑保
護
者
が
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
な
が
ら
ダ
ン
ス
を
行
う
事

で
︑産
後
の
ス
ト
レ
ス
発
散
や
体
力
回
復
︑

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒最
近
の
子
ど
も
の
運
動
能

力
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
︒運

動
神
経
は
遺
伝
で
は
な
く
︑小
さ
い
頃
に

ど
れ
だ
け
多
種
な
動
作
を
し
て
い
る
か

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
︒子
ど
も
達

が
成
長
し
︑や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
に
出

合
っ
た
時
に
︑挑
戦
で
き
る
子
に
な
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら﹁
走
り
方
教

室
﹂を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
今
︑子
育
て
の
情
報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
︒で
す
が
︑そ
の
情
報
に
振
り
回
さ
れ

て
い
る
大
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒私

は
︑教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
︑マ
マ
達
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
心
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒マ
マ
が
楽
し
み
な

が
ら
笑
顔
で
子
育
て
が
出
来
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
一
番
大
切
に
し
︑

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

子
育
て
と
の
両
立
と
は

言
い
に
く
い
け
れ
ど

訓
練
に
終
わ
り
な
し

「
地
図
に
残
る
仕
事
」に

達
成
感

み
ん
な
の
笑
顔
で

楽
し
く
育
児

国
税
庁
の
使
命
の
下
に

　
国
税
庁
は
︑
納
税
者
の
自
発
的
な
納

税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実

現
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
︑
内
国
税
の

賦
課
・
徴
収
を
行
う
官
庁
と
し
て
︑
国

の
財
政
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
︒
私
は
︑
平
成
21
年
に
東

京
国
税
局
に
入
庁
し
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑

税
務
署
で
主
に
相
続
税
︑
贈
与
税
︑
譲

渡
所
得
税
の
調
査
事
務
な
ど
に
従
事
し
︑

現
在
は
︑
そ
の
事
務
の
指
導
監
督
を
行

う
東
京
国
税
局
の
資
産
課
税
課
と
い
う

部
署
で
︑
こ
の
使
命
の
一
端
を
担
う
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
平
成
29

年
に
は
︑
国
税
庁
の
特
別
の
機
関
で
あ

る
国
税
不
服
審
判
所
に
も
勤
務
し
ま
し

た
︒
審
判
所
は
︑
税
務
署
の
課
税
処
分

な
ど
の
審
査
請
求
に
対
し
公
正
な
第
三

者
的
立
場
で
裁
決
を
行
う
機
関
で
す
︒

裁
判
官
や
検
察
官
か
ら
の
出
向
者
や
弁

護
士
な
ど
の
民
間
専
門
家
も
従
事
し
て

い
て
︑
法
政
策
学
部︵
現
法
学
部
︶出
身

者
と
し
て
は
︑
非
常
に
興
味
深
く
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　
今
の
と
こ
ろ
︑
私
の
後
に
帝
塚
山
か

ら
国
税
の
職
場
に
入
っ
た
方
は
い
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
︒
私
が
携
わ
っ
た
の

は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
︑
国

税
の
仕
事
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
ば

か
り
な
の
で
︑
後
輩
た
ち
に
も
是
非
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
︒

　
大
学
卒
業
後
︑
株
式
会
社
錢
高
組
に
入

社
し
︑
約
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
︒
入
社
直
後
か
ら
石
川
県
白
山
市
に

て
2
0
2
3
年
開
業
予
定
の
︑
北
陸
新
幹

線
︑
金
沢
～
敦
賀
間
の
延
伸
工
事
に
従
事

し
て
お
り
︑
作
業
所
の
事
務
担
当
者
と
し

て
日
々
業
務
に

取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
︒
建
設

現
場
で
は
︑
技

術
面
以
外
の
あ

ら
ゆ
る
業
務
を

担
当
し
︑
そ
れ

は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
︒

　
作
業
所
を
小
さ
な
会
社
と
考
え
た
場
合
︑

そ
こ
で
発
生
す
る
何
十
億
と
い
う
お
金
の

収
支
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
経
理
︑
地
元
住
民

へ
の
説
明
会
や
現
場
見
学
会
の
準
備
や
運

営
︑
土
地
の
貸
借
等
の
契
約
︑
庶
務
全
般

を
行
う
総
務
︑
時
間
契
約
社
員
の
募
集
や

勤
怠
管
理
な
ど
を
行
う
人
事
等
︑
実
に
さ

ま
ざ
ま
で
す
︒
慌
た
だ
し
く
現
場
が
動
き
︑

日
々
変
化
す
る
中
で
︑
現
場
の
潤
滑
油
と

な
り
︑
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
環
境
を

作
る
事
が
︑
私
の
仕
事
で
す
︒
施
工
を
行

う
の
は
協
力
会
社
の
作
業
員
さ
ん
で
す
が
︑

実
際
に
完
成
し
た
構
造
物
を
見
る
と
︑﹁
地

図
に
残
る
仕
事
﹂を
し
て
い
る
と
い
う
大

き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
︒
事
務
系
社
員

の
中
で
は
一
番
現
場
を
身
近
に
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
も
︑
や

り
甲
斐
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
︒
竣
工
ま

で
残
り
僅
か
で
す
が
︑
無
事
に
そ
の
日
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
︑
日
々
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
私
は
大
学
卒
業
後
︑
一
般
企
業
で
営

業
を
し
て
い
ま
し
た
が
︑
大
学
在
学
中

か
ら
志
望
し
て
い
た
奈
良
県
広
域
消
防

組
合
に
転
職
を
し
ま
し
た
︒
奈
良
県
下

の
新
規
消
防
職
員
69
名
と
8
个
月
間
の

消
防
学
校
で
寮
生
活
を
行
い
︑
消
防
士

と
し
て
の
基
礎
知
識
や
体
力
を
築
き
ま

し
た
︒
初
任
科
教
育
︑
救
急
課
程
を
経

て
現
在
は
地
元
の
高
田
消
防
署
に
勤
め

て
い
ま
す
︒

　
現
場
活
動
で
は
消
防
隊
や
救
急
隊
と

し
て
火
災
現
場
や
救
急
現
場
に
出
動
し

て
い
ま
す
︒
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う

な
悲
惨
な
救
急
現
場
も
あ
り
ま
す
が
︑

病
院
へ
搬
送
し
安
心
し
た
ご
家
族
の
顔

を
見
る
と
︑
こ
れ
以
上
に
な
い
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
︒
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
り
︑
傷
病
者
や
そ
の
ご
家
族
に﹁
こ

の
救
急
隊
の
人
が
来
て
く
れ
て
良
か
っ

た
﹂と
安
心
を
与
え
ら
れ
る
救
急
救
命

士
と
な
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い

き
ま
す
︒
ま
た
消
防
隊
・
救
急
隊
・
救
助

隊
な
ど
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
︑
さ
ま

ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
助
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
︒

　
ま
だ
ま
だ
1
年
目
と
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が﹁
訓
練
に
終
わ
り
な
し
﹂の
初
心

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
︒

　
短
期
大
学
部
に
あ
っ
た
食
物
栄
養
学

科
が
︑
4
年
制
大
学
に
変
わ
っ
た
1
期

生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
︒
故
藤
井
先

生
の
ゼ
ミ
で
︑
自
ら
考
え
た
題
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
か

を
︑重
点
的
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

そ
の
教
え
は
︑今
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
︒

　
卒
業
後
は
︑
青
果
物
を
中
心
と
し
た

商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
に
就
職

し
︑
1
年
間
の
実
務
経
験
を
積
ん
で
︑

国
家
試
験
を
受
験
︒
管
理
栄
養
士
を
取

得
し
ま
し
た
︒
3
年
目
︑
突
然
舞
い
込

ん
だ
大
量
調
理
の
献
立
作
成
に
︑
上
司

の
指
導
の
下
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
︑
10
年
続

く
事
業
へ
と
な
り
ま
し
た
︒
現
在
は
︑

帝
塚
山
大
学
の
後
輩
に
引
継
ぎ
︑
冷
凍

商
品
の
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
︒
尊

敬
で
き
る
上
司
︑
素
晴
ら
し
い
後
輩
に

恵
ま
れ
︑
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
多
く
︑

と
て
も
楽
し
い
で
す
︒
2
0
1
2
年
に

同
僚
と
結
婚
し
︑
実
母
の
サ
ポ
ー
ト
を

有
難
く
頂
戴
し
な
が
ら︵
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
よ
り
は
︑
大
部
分
か
な
︶︑
子
育
て
と

仕
事
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
︒
子
供
に
は
︑

平
日
は
父
が
二
人︵
主
人
と
私
︶い
る
と

思
っ
て
︑
土
日
は
母
に
変
身
す
る
か
ら

ね
と
言
い
聞
か
せ
て
︑
理
解
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
︒
柔
軟
な
子
供
の
対
応

に
感
謝
し
て
︑
こ
れ
か
ら
も
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
︒

42
回
卒（
法
政
策
）

松
永 

俊
介

ま
つ 

な
が    

し
ゅ
ん
す
け

36
回
卒（
経
営
情
報
）

木
村 

幸
子（
山
口
）

き　
む
ら　

 

さ
ち   

こ

大阪

埼玉

奈良

石川

をしています!こんな
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昨
年
は
、
部
員
増
員
の

た
め
に
新
入
生
歓
迎
会
や

虹
色
祭
で
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
ブ
ー
ス
を

設
置
し
た
り
、
大
和
未
生

流
の
夏
期
講
習
と
初
生
け

会
に
参
加
し
、
部
員
も
増

え
ま
し
た
。

　
華
道
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
お

花
を
通
し
て
癒
し
の
空
間

を
作
る
こ
と
で
す
。
今
後

も
学
内
を
お
花
で
彩
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

クラブ紹介

「
硬
式
野
球
部
」

「
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

「
ラ
グ
ビ
ー
部
」

「
レ
ス
リ
ン
グ
部
」

昭
和
40
年
5
月
設
立

　
昨
年
の
活
動
成
績
は
残

念
な
結
果
で
し
た
が
、
自

分
達
の
代
で
は
一
つ
で
も
多

く
の
勝
利
を
掴
も
う
と
思

い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入

部
し
た
こ
と
で
、
何
か
曇
っ

て
い
た
心
が
晴
れ
た
よ
う

な
気
が
し
、
人
生
が
変
わ
っ

た
事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
何
事
に
も
「
本

気
」
で
取
組
み
、
笑
う
時

も
練
習
の
時
も
そ
れ
を
意

識
し
て
い
き
ま
す
。

春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
2
部
東
リ
ー
グ
優

勝
、
入
れ
替
戦
敗
退
。
秋
季
リ
ー
グ
戦

で
は
準
優
勝
。
来
季
は
1
部
昇
格
を
目

標
に
ま
ず
2
部
東
リ
ー
グ
優
勝
を
す
る
。

令
和
元
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦
女
子
1
部

上
位
の
結
果
は
、
4
位
と
い
う
成
績
で

し
た
。
来
季
は
1
部
優
勝
を
目
標
に
し
、

チ
ー
ム
全
員
で
頑
張
り
ま
す
。

対
甲
南
大
戦
7
|
50
で
敗
北
。
C
リ
ー

グ
降
格
。
今
年
は
B
リ
ー
グ
に
再
度
昇

格
を
目
標
と
し
、
C
リ
ー
グ
を
全
勝
優

勝
す
る
。

令
和
元
年
度
西
日
本
学
生
秋
季
リ
ー
グ

戦
Ⅱ
部
リ
ー
グ
は
優
勝
で
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
来
季
も
リ
ー
グ
戦
、

個
人
戦
共
に
頑
張
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

昭
和
62
年
9
月
設
立

　
昨
年
は
新
入
生
歓
迎
会
、

あ
か
ね
祭
や
虹
色
祭
・
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
等

の
学
校
行
事
で
の
演
奏
に
加

え
、
い
こ
い
こ
ま
つ
り
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
部
員
を
増
や
し
、

学
校
や
地
域
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
音
楽
を
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
部
員
一
同
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部

平
成
8
年
6
月
設
立

　
6
月
に
2
回
生
が
幹
部

と
な
り
、
勝
利
に
こ
だ
わ

る
チ
ー
ム
へ
と
変
化
し
ま
し

た
。
9
月
の
大
会
で
5
部

リ
ー
グ
の
12
位
か
ら
3
位
へ

と
躍
進
を
し
、
11
月
の
新

人
戦
で
も
何
人
も
の
選
手

が
2
日
目
に
残
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
結
果
が
少
し
ず
つ
出
始

め
て
い
る
の
で
、
良
き
伝
統

を
継
承
し
部
を
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

昭
和
39
年
5
月
設
立

　
ラ
ジ
オ
局
か
ら
の
誘
い
で

天
平
祭
へ
の
参
加
、
部
員
の

う
ち
3
人
が
誘
い
を
受
け

奈
良
ど
っ
と
F
M
に
て
月
1

〜
2
回
ペ
ー
ス
で
日
曜
日
の

昼
の
1
時
間
半
〜
2
時
間

の
生
放
送
番
組
に
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
出
演
す
る
。

毎
月
第
一
金
曜
日
に
放
送

し
て
い
る
30
分
番
組
で
も

生
放
送
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
継
承
す
る
た
め

部
員
確
保
が
目
標
で
す
。

放
送
研
究
会

昭
和
39
年
6
月
設
立

　

11
月
に
行
わ
れ
た
奈
良

県
選
手
権
大
会
で
女
子
団

体
が
3
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
幹
事
校
を
し
な
が
ら

の
大
会
と
な
り
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
部
員

が
増
え
、
活
気
の
あ
る
部

活
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
よ
り
大
き
な

大
会
で
結
果
を
残
せ
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

弓
道
部

昭
和
39
年
5
月
設
立

強
化
ク
ラ
ブ
成
績
紹
介
と
今
年
の
抱
負

昭和62年9月設立

昭和62年9月設立

昭和52年4月設立

平成15年1月設立

華
道
部
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　2020年1月19日、中之島LOVE CENTRAL 
スミレオオサカにて。2月に開催されるOB・
OG競技会で踊るフォーメーションダンスの
話や、久しぶりに会うメンバーもいて、昔の練
習の話など、時間が足りないくらい話に花が
咲きました。

西納 秀美（塩谷） 18回卒・教養

競技ダンス 古美術研究会

　2019年11月10日、京阪楠葉駅集合。バス
で移動し松花堂前へ。吉兆にて松花堂弁当
で会食し、近況など歓談する。その後、松花
堂庭園の見学。ボランティアガイドさんに、お
庭の説明をしていただく。併設の美術館で、
収蔵品を見学しました。

武田 幹子（名越） 8回卒・教養

　2019年11月16日に、第51代目～第53代
目のOB・OG会を対象とした第2回大学実行
委員会有志の会を開催致しました。さらに、
有志の会当日には、帝塚山大学虹色祭が開
催されており、後輩達の活躍を見届けること
が出来ました。

柏山 徳輝 50回卒・経済

第2回大学実行委員会有志の会

　私は帝塚山大学教養学部2期生。大阪大学
教授の犬養孝先生は、本学3年生の万葉集講
座で話されました。「万葉集は1300年前の昔に
戻し、歌われた風土に立ち、歌は音楽だからう
たいましょう」。50数歳にしては高音、独特の節
（犬養節）で朗唱されました。驚くやら、恥ずかし
いやら…。
　平成10年10月、91歳でご逝去。2年後の4月、
明日香村に犬養万葉記念館が開館。私は展示
企画を担当し、全国の万葉故地を撮影。その中
からも50ケ所。犬養著『万葉の旅』や取材ノート
を引用し、阪大の教え子山内英正さんと解説を書きました。万葉時代と現代を
旅できる1冊かと思います。B5変形・カラー128頁。頒価1800円（税別）

富田 敏子 2回卒・教養

　2019年度も東生駒に164冊、学園前に117冊、電子書籍7冊、合計288冊の本をご寄贈
いただきました。それらの本を現在、両館カウンター前展示コーナーにて、『わかみどり
文庫』として展示しています。就活本や資格問題集、ビジネス書まで、幅広い本をご寄贈
いただきました。ありがとうございました。

わかみどり文庫

夢
か
ら
実
現
へ「
Re
duce
キ
ッ
チ
ン
企
画
」

戦
争
遺
跡
の
調
査

券
葉
集
と
と
も
に
、豊
か
な
旅
の
思
い
出
を

8月28日（水） 京都府木津川市のイオンモール高の原でこどもの犯罪被害防止を呼びか
ける寸劇やクイズを行いました。帝塚山大学からも39人参加しました。
9月19日（木） 奈良県防犯協会から依頼があり、当学法学部の山本輝（ひかる）さんが中
心となって、奈良県初の「犯罪・非行防止支援自販機」が奈良・東生駒キャンパスの食堂
に設置されました。
12月12日（木）　「あっぷりけ戦隊！奈良
まもりたい」の代表、法学部3年の首藤
（しゅとう）真実さんが近鉄生駒駅で行わ
れた「生駒 安心 安全 ふれあいコンサー
ト」で生駒警察署『一日署長』として防犯・
交通安全の啓発活動を行いました。

学生ボランティア活動

『万葉集を歩く 犬養孝がたずねた風景』
恩師の最後の本

伝言板

「
会
員
交
流
支
援
」と
は
…

大
学
同
窓
会
わ
か
み
ど
り
会
の
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
る「
会
員
相
互
の
親
睦
増
進
」
を
達
成
す
る
た

め
に
、
会
員
に
よ
る
同
窓
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
対
し

て
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。参加人数 10～19人

20,000円

20～29人

33,000円

30～39人

48,000円

40～49人

65,000円

50人～

90,000円補助金額

クラブや同期の方達で集まってみませんか？ 同窓会が経費の一部・少しお手伝いをさせていただきます。

お問い合わせ先
帝塚山大学同窓会 わかみどり会
Ｆａｘ：０７42-48-6159　
mail：info@tez-dousou.net

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
報
告

員
交
流

会

　
「
物
言
わ
ぬ
証
言
者
」と
言
わ
れ
る
戦
争
遺
跡
の
調
査
を
通
し
て

平
和
の
有
難
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、実
際
に
現
場

に
行
き
、入
念
に
調
査
す
る
こ
と
の
面
白
さ
や
人
か
ら
話
を
聞
き
出

す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
12
章
と
特
集

か
ら
な
る
小
冊
子『
奈
良
県
の

戦
争
遺
跡
』と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。「
実
学
の
帝
塚
山
大
学
」

ら
し
い
ゼ
ミ
活
動
が
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。改
め
て
ご
支
援
頂
い
た
同

窓
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
達
は『
券
葉
集
』を
制
作
し
ま
し
た
。券
葉
集
と
は
寺
社
で
貰
う

拝
観
券
を
捨
て
ず
に
御
朱
印
帳
の
よ
う
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
残
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
拝
観
券
を
収
納
し
て
も
ら
え
る

他
、万
葉
集
の
奈
良
に
ま
つ
わ
る
歌
と
歌
碑
マ
ッ
プ
が
添
え
ら
れ
、万

葉
集
の
歌
と
共
に
寺
社
巡
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。虹
色
祭
で

は
、手
作
り
し
て
販
売
し
ま
し
た
。ま
た
帝
塚
山
大
学
の
卒
業
生
さ

ん
の
御
縁
も
あ
り
奈
良
の
麻
製
品
メ
ー
カ
ー
(有)
井
上
企
画
・
幡
様
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
商
品
化
が
実
現
し
ま
し
た
。実
際
に
お
店
で
販
売

す
る
に
あ
た
り
価
格
設

定
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る

年
齢
層
、奈
良
を
感
じ

ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
や
万

葉
集
の
歌
の
現
代
語
訳

な
ど
想
像
以
上
に
話
し

合
い
は
白
熱
し
、多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
学
科
3
年
生
の
鈴
木
千
仁
で
す
。田
原
本
町
の
安
養
寺
に

て
「
食
品
ロ
ス
を
お
い
し
く
解
決
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

「
R
e
d
u
c
e
キ
ッ
チ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。地
域
で
廃
棄
に
な

る
予
定
だ
っ
た
野
菜
や
食
品
を
お
す
そ
わ
け
し
て
い
た
だ
き
、私
た

ち
学
生
の
手
で
料
理
し
て
そ
れ
を
地
域
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。食
品
ロ
ス
の
削
減
に
貢
献
で
き
た
こ
と
の
他
に
、地
域
の

交
流
の
場
を
提
供
で
き
た
こ
と
や
多
く
の
ご
助
力
を
頂
き
な
が
ら

企
画
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
で
大
き
な

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「あっぷりけ戦隊！奈良まもりたい」の場合
平成22年に発足し、帝塚山大学は発足時から参加協力しています。現在、79名登録。

『万葉集を歩く 犬養孝がたずねた風景』の執筆・写真を依頼され、
昨年9月に平凡社コロナブックスから刊行しました。

（5月下旬販売）
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令
和
元
年
︑迎
賓
館
と
本
格
フ
レ
ン
チ
を
堪
能
!!

平
等
院・源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

散
策
ツ
ア
ー

多くの卒業生の皆さま、特に今回は、大学関係のお力添えをいただき、留学生の方、現役学生の方にもご協力いただいて発行することができました。
ありがとうございました。新型コロナウィルスという聞きなれない言葉に世界中が震撼するなか、みんなで力を合わせ乗り越え、会報誌も若い人に
引き継がれ新しい風を運んでくれますよう願っています。　　　　

編 集 後 記

伊東宏實（服部）・上田明美（湯川）・大成翠

お問い合わせ先

〒631-8501 奈良市帝塚山 7-1-1
帝塚山大学同窓会事務局

転居される方は、新住所等を同窓会室までお知らせください。会報誌がお届けできなくなります。

TEL

0742-48-6159FAX

0742-48-6157
（10：00～15：00　月～金曜日） info@tez-dousou.net

E-mail
http://tez-dousou.net/

H P

　
東
日
本

支
部
主
催

の
行
事
︑

赤
坂
迎
賓

館
と
三
国

シ
ェ
フ
の
フ

ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
む

会
に
関
西

よ
り
参
加

さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
︒

　
赤
坂
迎
賓
館
は
ま
る
で
異
次
元
の
世
界

で
し
た
︒
世
界
各
国
の
賓
客
を
お
招
き
す

る
日
本
の
顔
と
し
て
︑
世
界
に
誇
れ
る
す
ば

ら
し
い
建
物
で
あ
り
︑
内
部
の
装
飾
︑
天
井

画
に
は
心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
空
間
や

雰
囲
気
に
浸
っ
て
い
ま
す
と
日
本
っ
て
素
晴

ら
し
い
︑
日
本
人
で
あ
っ
て
誇
ら
し
い
と
い

う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
な
か
な
か
予
約
の
取
れ
な
い
三

国
シ
ェ
フ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
も
独
創
的
で
︑

美
味
し
か
っ
た
で
す
︒
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

企
画
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
︒

　
卒
業
以
来
46
年
ぶ
り
に
同
窓
会
行
事
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
︑
心
に
残
る
楽
し
い
一
日

で
し
た
︒
皆
様
も
是
非
同
窓
会
へ
参
加
し
て

み
て
下
さ
い
︒
旧
友
と
の
出
会
い
が
あ
り
︑

楽
し
い
時
間
が
持
て
ま
す
よ
︒

藤
本 

昭
子︵
小
野
寺
︶ 

６
回
卒
・
教
養

　
令
和
元
年
11
月
3
日︵
日
︶に
第
41
回
東
日
本
同
窓
会

を
本
格
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
名
高
い
四
ツ
谷
の
オ

テ
ル
・
ド
ゥ
・
ミ
ク
ニ
で
開
催
致
し
ま
し
た
︒
蓮
花
学
長
︑

向
井
副
学
長
を
は
じ
め
︑
役
員
︑
ご
夫
婦
参
加
者
も
含
め

33
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
︒

　
年
号
が
変
わ
っ
て
令
和
元
年
と
い
う
事
で
日
本
と
い
う

国
を
意
識
し
た
会
を
企
画
し
ま
し
た
︒

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　
11
月
30
日︵
土
︶に﹁
平
等
院
・
源
氏

物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
散
策
ツ
ア
ー
﹂を
開

催
し
ま
し
た
︒

　
今
回
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
少
し
汗
ば

む
く
ら
い
の
暖
か
さ
で
︑
16
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
と
な
り

ま
し
た
︒

　
初
め
に
︑
世
界
遺
産
の
平
等
院
を
自

由
散
策
︒
平
等
院
内
に
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
鳳
翔
館
を
拝
観
し
た
り
御
朱
印
を

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
︒

　
そ
の
後
︑
平
等
院
表
参
道
竹
林
南
門

別
邸
に
て
昼
食
を
と
り
ま
し
た
︒
昼
食

後
︑
竹
林
に
て﹁
茶
香
服
﹂を
体
験
︒

第
41
回  

東
日
本
支
部
報
告

第
23
回  

文
化
事
業
報
告

楽
し
か
っ
た

初
め
て
の
東
日
本
同
窓
会

5
種
類
の
お
茶
を
飲
み
当
て
る
競
技
で

珍
し
く
︑
こ
の
茶
香
服
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
参
加
さ
れ
た

方
も
い
ま
し
た
︒

　
上
位
5
名
に
は
使
用
し
た
お
茶
を
い
た

だ
き
︑
皆
様
真
剣
に
挑
戦
さ
れ
て
い
て
楽

し
い
ひ
と
時
で
し
た
︒

　
宇
治
川
へと
移
動
し
て
記
念
撮
影
︒
そ

の
後
︑
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学

し
て
自
由
解
散
と
な
り
ま
し
た
︒

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
楽
し
か
っ
た
と

喜
び
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
︑
企
画
し
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

東
日
本
支
部 
支
部
長

小
西 

良
和 

25
回
卒
・
教
養
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